
16

FDI・2010・09

　7 月 7 日（水）〜 8 日（木）、「九州放
送 機 器 展 2010」( 略 称 QBE2010) が
社団法人日本ポストプロダクション協会
(JPPA) 九州支部の主催にて、福岡市博多
区にある「福岡国際センター」で行われた。
　この九州放送機器展は 2004 年の第１
回目の開催から数えて、本年で 7 回目と
なる。会場となった「福岡国際センター」
は JR 博多駅や福岡国際空港から地下鉄
やタクシーで約 15 〜 20 分、福岡都
市高速道路からも至近と交通の便の良い
場所である博多湾に面した一大コンベン
ションセンターエリアの一角にあり、出
展社も全国各地の各社から、また来場者
は地元福岡のみならず、九州全域と中国・
四国地方にも及ぶといった状況で、この
催しが九州地区を代表する放送機器展に
成長している事が伺える。
　入口から奥に向かって中央より右側の
スペースが映像・放送関連機器ゾーン、

左側の約 1/4 のスペースが音響関連機
器ゾーンとなっており、正面入口からみ
て突き当たり中央にはカメラゾーンのス
テージがあり、例年この展示会の見所の
1 つとなっている。
　大音量で行われるようなパフォーマン
スはこのステージ１カ所のみに集中して
おり、そのステージを囲むように池上通信
機、パナソニック、ソニーがカメラやスイッ
チャ、モニター類を展示し、その周辺に上
記各社のブースを設置しているため、他の
展示会にありがちな、各所のブース同士の
音が場内で混ざり合うというような雑然
とした雰囲気がなく、各所で行われる同様
な展示会の手本にもなりうる落ち着いて
閲覧できる上手い手法である。
　今年のカメラステージでは、ダンスや
アートパフォーマンスのほか、お笑い芸
人のステージも催したその内容は、単な
る展示会でのデモというだけではない盛
り上がりを見せていた。さらに、ステー
ジ両脇には大型の LED ビジョンも設置
され、カメラのスイッチング映像も上映。
PR 面でも効果的で華やかなステージで
あった。
　一方、セミナー会場ではパナソニック

をはじめ、福岡ユビキタス特区 マルチメ
ディア放送実験試験局、ゼンハイザー、
キヤノン、ミハル通信、ヤマハなどが「最
新情報」のセミナーを行ったほか、ソ
ニーではカムコーダの無料点検を行うな
ど、出展社や来場者の絶対数こそ東京近
辺にて行われる展示会と比較すれば多く
はないものの、過去最多の来場者数とな
り、（本年実績＝出展社数 :82 ／出展小
間数 :150 ブース／来場者数 : 約 1780
人）、訪れている来場者には意図が感じら
れる質の高いイベントであったといえる。

パナソニック：地 球 環 境 保 全 に配 慮
した パ ナソニックのHD テ ープレス
制作機器のコンセプトである“AVC-
WORLD" が3D 対応に進化。昨今盛り
上がりを見せる3D 映像制作に対応し
た「プロフェッショナル3D」制作システ
ムを出展。本年のNAB ショーで注目を
集めた一体型二眼式カメラレコーダー
"AG-3DA1" や3D 対応AV デジタルミ
キサー"AG-HMX100"、3D 対応LCD
ビデオモニター"BT-3DL2550" によ
る効率的な3D 制作ソリューションを
提案（写真下）。 また、放送用テープレ
スフォーマットのデファクトスタンダー
ド「P2HD」シリーズ( カメラレコーダー
"AG-HPX375"、ポ ー タ ブ ル レ コ ー
ダー"AJ-HPM200"、スタジオレコー
ダー"AJ-HPD2500"、P2 ドライブ"AJ-PCD2G"、モバイルストレージユ
ニット"AG-MSU10") や、よりローコストな「AVCHD」シリーズ( カメラレ
コーダー"AG-HMC45"、ポータブルレコーダー"AG-HMR10G" ほか)、小
型ライブスイッチャー"AW-HS50" などの新製品も出品。 

ソニー： 中央のステージ横にカメラシステムを、またブースでは主に本年の
NAB ショーにて出展した多数の新商品を展示。
プ ロフェッショナル ディスク/SxS カード の 記 録・再生を可能にする
"XDCAM HD422" フィールド ステ ーション"PDW-HR1" の オプショ
ンSxS カ ー ド ア ダ プ タ ー"PDBK-MK1" を は じ め、1/2 型 フ ルHD 
Exmor( エクスモア)3CMOS センサーを搭載した"XDCAM EX" ショル
ダーカムコーダー「PMW-320 シリーズ」、スタジオカメラ使用として、HD
カメラアダプター"XDCA-55" "XDCA-53" "XDCU-50" などを紹介 。ま
た、忠実な黒再現と高い動画応答性を実現した7.4 型業務用有機EL モニ
ター"PVM-740" や3D 関連機器などを出展した。

⇧例年多彩なパフォーマンスが繰り広げられる
中央奥に設けられているステージは当展示会
の最大の特徴であり、それを取り囲むように各
社のカメラ関連製品が配置される集客度の高
いゾーンとなっている。

中央ステージ右側で、広いスペースに
て出展したパナソニック

3D 対応業務用液晶モニターを参考出品出
品した他、新製品 3D カメラシステムを展示

XDCAM EX シリーズ、NXCAM シリー
ズなどが並ぶカメラの展示コーナー
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池上通信機：“シームレスインテグレーション”をテーマに、高品質な HDTV
番組制作から、送出までをトータルサポートする映像機器を展示。取材から
スタジオ収録・編集・送出システムをトータルで提案した。
ノンリニア編集機の連携によるテープレスシステムの紹介をはじめ、ステージ
前のカメラコーナーにはフラッシュメモリー採用の「GFシリーズ」"HDS-V10"
や新製品でコストパフォーマンスに優れた 14bitフルデジタルハイビジョンカ
メラ "HDK-77EXa"などを展示。
ブースでは「GFシリーズ」と各社ノンリニア編集機との連携によるテープレ
スソリューションに加え、CATV
局の高品質な自主制作に適した機
能を追求したデジタルスイッチャー

「HSS-200」などの映像機器と自
動番組送出装置 "Ocris"による番組
送出システムを紹介した。
また、報道システム、制作システム
に向けたトータルファイルベースソ
リューションとして、コンテンツ情
報と実データを一元的に管理する

「iSTEP+(アイステッププラス )」を
説明展示した。

ステージ前のカメラコーナーには「GFCAM」
（写真）のほか、「HDK-77EXa」などを展示

フラッシュメモリーレコーダ「GF ステー
ション」＆「GFステーションポータブル」

トムソン・カノープス： 2RUハー
フサイズで2in1out 対応の小
型サーバーと専用スローコント
ローラーからなるライブイベン
ト中継システム"K2 Dyno/K2 
Solo"（写真上）。
LAN 接続で高性能、ローコス
ト の 素 材 共 有 サーバー の 新
モ デ ル"EDIUS Workgroup 
Server Level 5"。収録・ポン出
し・2ch 同期出力機能を持ち、
ノンリニアとの相性も抜群の
デジタル・ディスクレコーダー
"T2"（写真下）。
快適操作とローコストが評判
の 番 組 送出システム"MEDIA- 
EDGE-APM"。  AVC Intra、
XDCAM な ど 最 新 の テ ープ
レスフォーマットに対応した
送 出 サ ー バ ー"K2 Summit"。
ネットワークで他拠点に配信できる安価なインフォメーションシステム
"HDMA-4100/Display Content Manager" などのほか、FS 機能搭載
ルーター"Acappella"、世界が認める信頼と安定のモジュラー"Gecko" など、
さまざまな要望に応えられるトータルソリューションを紹介した。

リーダー電子：ビデオエンジニア向け小型マルチ SDI モニタ "LV5380"、小
型・薄 型・軽 量 の "LV5330"、
多入力同時表示・同時監視が可
能なマルチモニタ "LV5800"、
HD-SDI/SD-SDI 両 対 応 で
1U ハーフラックサイズのマルチ
フォーマットビデオジェネレー
タ "LT4400"、TV シグナルレ
ベルメータ "LF990"、小型マル
チ SDI ラスタライザ "LV7380" 
"LV7330" などを展示。

"LV7380" は1U で小 型 軽 量をコン セ
プトとしたラスタライザであり、奥行き
は従来機種より 40 パーセントダウンの
250mm。 機能は、2 入力のビデオ信号
を同時表示・波形表示・ベクトル表示・ピ
クチャー表示・音声測定・SDI ステータス
検出など多彩。 また、ワイドモニター対応
スクイーズ機能は、使用するモニターに合
わせて画角を16:10 や16:9 または 4:3
から選択できる。工場オプションでアイパ
ターン表示もできる製品となっている。

入口付近の屋外には LED「ビジョンランナー」が本年もお
目見え。日差しの強い当日もひと際鮮明な映像を提供した

ストロベリー・メディアアーツ：
山口県下関市に本社がある同社
では、レンタル商品のクレーンや
車載型映像装置を本年も屋外
展示。また、ステージ脇の大型モ
ニタも同社が設置するなど、本
展示会とタイアップした展示方
法を行っている。 
会場のエントランスにはスリッ
ト 型LED ス リ ット ビ ジ ョ ン
"SV15" を 展 示。1 パ ネ ル が
1000 ×500 ミリメートルで、
自立型ながらわずか12 キログ
ラムと軽量。短冊・サークル型な
どの自由な画面構成で、多彩な
演出を可能にする。また、高輝度・
広視野角、防滴型という特徴を
生かし、車載LED「ビジョンラン
ナー」として、迫力の大画面と機
動力で野外イベントをサポート
する。 
展示会場の「カメラステージ」に
設 置 し た"SV18" は、
ピッチ間隔18 ミリメー
トルのスリットで、透け
て見える背景や照明と
の組み合わせにより、
立体感のある演出が可
能。10.8 キログラムの
軽量ユニットは大画面
の構成も容易で、コン
サートなど大きな会場
での使用に特化してい
る。 

会場入口のブースで展示したスリットビジョン

ステージ両脇には大型モニタ"SV18"も設置

最大 8ch の送出が可能な自動番組送出装
置 "Ocris"（オクリス）の表示画面

新製品の TV シグナルレベルメータ
"LF990"( 左の銀色の筐体 ) と、マル
チ SDI ラスタライザ "LV7380"（右下）

キヤノンマーケティングジャパン：本年 5 月登場の世界初の防振機能を搭
載した HDTV 対応ポータブルズームレンズ "HJ15e × 8.5B KRSE-V"
をはじめ、同社初のファイルベースカメラ "XF305/XF300"（写真右）、
約 2110 万画素、常用 ISO100-6400、4K のムービー映像まで撮影可
能な "EOS 5D Mkll"、カメラ一体型屋内型リモコン・パンチルトヘッド
"BU-51H" などを出展した。　

"XF305" は、同社の業務用ビデオカメラで初
めてMPEG2 フルHDでのファイルベース記録
形式を採用しており、映像記録媒体はCF（コン
パクトフラッシュ）内蔵の設計となっている

一眼レフスチールカメラタイプで4Kの
高画質な動画映像の撮影を可能にした
注目の EOS MOVIE のラインナップを
展示
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ビデオトロン：イメージニクスと共
同ブースで「70 モジュラーシリー
ズ」「90 シリーズ」「静止画ファイル
装置」「小型モニタ」などを出展。
館 内 自 主 放 送MPEG2 エ ン コ ー
ダ ー 付OFDM 変 調 器"IBO-90RF"
は、HD/SD エンコーダー、OFDM
変調、TS 多重機能を1 台に搭載。
既存の館内アナログ共聴設備を、低
コストでデジタル化する製品。また、VBUS70 モジュラーのタイトルジェネ
レーター"TG-70V" は、ロールタイトル、静止タイトル、カラープレートを同
時に映像にスーパーできる装置。専用ソフトで
文字や設定を入力し、簡単にテロップ作成が行
え、情報番組やカメラタイトルに適している。ま
た、L 字合成装置と組み合わせれば、L 字放送
が容易に実現可能。このほか、転がしタイプ
の低価格コンバーター「25 シリーズ」も出展。

イメージニクス：今後ニーズの高
まりが予想される SDI の 64 入
力 64 出力マトリックススイッ
チャー "ISX-6464" を参考出品
した。大型ユーザーに期待して
おり、発売は今秋を予定。
3G-SDI、HD-SDI、SD-SDI、
DVB-ASI をサポートし、入力信
号を自動検出。電源の2 重化を
標準装備し、電源ユニットと冷却

ファンユニットは、ラックマウント状態でホットスワップが可能。64 入力64 出
力以外にも、16 単位で構成することができる設計となっている。
そのほか新機種としては、低価格・省スペースのSDI入力DVI出力コンバーター
"CRO-SDC2"、映像信号のハムノイズ除去器 "CRO-VLR5"、解像度変換が
できる HDCP 対応多機能型 DVI フレームシンクロナイザー "RS-1550A"、
アンバランス音声入出力付き HDCP 対応 DVI 7 入力 2 出力マトリックスス
イッチャー "DVAX-72" などを紹介した。

三友 ： 放送局・ポストプロダクション・ケーブルテレビのテープレスシステム
にマッチした新製品や最新のテクノロジーを搭載し、コストパフォーマンス
に優れたこれらの製品による編集から送出までのワークフローを、完全ファ
イルベースで紹介した。
●さくら映機 Prunus/NCexp：プロ仕様であ
りながら、リニア設備の更新にも耐え得る即戦
力を持つノンリニア編。取り込み〜編集〜書き
出しまで作業効率を落とすことのないストレス
フリーの環境を実現する。オペレーションの簡
便性、スピード感のある操作性、国内メーカーの
安心感に加え、テープレスメディア・ファイルベー
ス・サーバーシステムへ柔軟に対応できる。各種
コーデックに対応しテープレスシステムにマッ
チしている。
●IDX PlayMagic：信頼性の高いSSD(Solid State Drive) を採用した、画
期的な映像・音声送出の小型プレイアウトサーバーPlayMagic"MFP-100"+
インターテックAPC ソフト"CONTRUST" を、Prunus やDDP と合わせて
ワークフローの紹介をした。
●DDP：DDP ネットワークサーバーによる効率的なワークフローの紹
介をした。各種ノンリニア編集機 に対応した圧倒的な高速アクセスを実
現する。コストパフォーマンスに優れたDDP24D と2U の筐体に24 の
SSD を搭載し、1.5GB/ 秒を超えるデータ転送レートを維持する新製品
"DDP24SSD" も展示。さらに10G イーサネットの環境における高速アクセ
ス環境を紹介した。

アストロデザイン ： 液晶モニタでは、VE 卓向け HD17 インチ液晶マル
チモニタ "WM-3204"、送出監視向け波形モニタ "WM-3217" などの
17 インチクラスをはじめ、5 インチワイド液晶モニタの "DM-3105-B" 
"DM-3105" などを展示。オーディオモニターのジャンルでは、コンパク
トでリーズナブルな IU サイズの新製品 "AM-3800-A" が登場。3G/HD/
SD-SDI 信号からエンベデットオーディオを分離し、スピーカー（ヘッドホ
ン）で同時に 2ch までモニタリングが可能。エンベデットオーディオのチャ
ンネル設定選択スイッチにより、CH1/2、CH3/4、CH5/6、CH7/8
の組み合わせでチャンネルペアごとにモニターできる製品である。
また、新製品 HDTV インサータ "HD-1668" は、6 系統のスーパー入力
を備え、各種 HDTV フォーマットに対応している製品。
そ の ほ か MPEG のエ ンコ ード を 内 蔵し、VHF/UHF へ 変 調 を 行 う
OFDM 変 調 器 "CT-5900" や、独 自アルゴリズ ム TERA astrosnap
を 12 ビット演算処理に拡張し、高画質を実現したフレキシブルスキャ
ンコンバータ "SC-2065" などのほか、エンコード内蔵 OFDM 変調器
"CT-5900" なども展示した。

朋栄：会場入口付近の広いスペースにて、同社が提唱しているメディアマネ
ジメントシステム「Media Concierge」を中心に、制作、インジェスト、編集・
テロップ制作、制作サブ、送出、アーカイブといった、テープレス時代に
欠かせないトータルシステムを幅広く展示。
特にこの展示会では、参考出品としてテープライブラリーのファイル化
に 向 け た LTO-5 ビ デ オアーカ イブレコ ー ダ "LTR-
100HS"、700 コマ / 秒の高速撮影が可能な HD バ
リアブルフレームレート 高速度カメラ "VFC-7000"
や新製品 HD/SD ポータブルビデオスイッチャ "HVS-
350HS" を初展示した。
そのほか、HVS-300HS の1.5M/E 版モデルで、HVS-
300HS の基本機能を踏襲しながら、マルチビューワ 2
系統、スチルストア4 系統、キーヤ 6 系統、シーケン
ス機能対応など数々の機能アップを実現した小型、高機
能、低価格が好評の HD/SD ポータブルビデオスイッチャ
"HVS-350HS"。
HD/SD/ ア ナ ログ/PC 混 在 高 精 細 マル チビュー ワ 

「MV-3200 シリーズ」、 HD/SD キャラクタジェネレー
タシステム"EzV-200HS（ワークステーションモデル）
" "210HS（1U 筐体コンパクトモデル）"。入力ビデオ信
号にカメラタイトル、日時等の文字やロゴ、グラフィッ
クをスーパーインポーズすることが可能な HD/SD 対応

タイトルジェネレータ "LTG-50HS"。
Brainstorm eStudio 上で設定した仮想カメラポジションを動かすことに
より、外部カメラセンサ無し (FIX カメラ ) でバーチャルスタジオ演出を実
現する「簡単」「コンパクト」「ローコスト」なセンサレスバーチャルスタジ
オシステム"VRCAM システム" など、各種新製品を紹介した。

"MBP-100MP"マルチフォーマットプレー
ヤとMXFクリップサーバ (ベースバンド
コンバータ) "MBP-110SXA"の展示コー
ナー

"LTR-100HS" は、最新のストレージ
規格であるLTO-5ドライブを搭載し
たビデオアーカイブレコーダ。圧倒
的な記録容量とインテリジェントな
ファイルシステムにより、素材/ 番組
交換用のメディアとしての活用が可
能。また、HD/SD-SDI 入出力、放送
品質MPEG-2 コーデック、MXFラッ
ピング/ アンラッピング機能など多
数の機能を搭載。LTO-5 に記録され
たMXF ファイルはノンリニア編集シ
ステム等での利用も可能である

"VFC-7000" は HD サイズ
での高速撮影が可能なバリ
アブルフレームレートカメラ。
可搬性に優れた小型軽量一
体型構造、簡単操作により、
誰でもすぐに使用が可能で
700 コマ/ 秒の高速撮影が
可能な製品である
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フジノン / フジフイルム ： フジノンは業
務用HD レンズとして高いコストパフォー
マンスを実現し、電動ズームスピードを高
速化し操作性の向上（2.5 →1.0 秒）を図っ
たニュープロフェッショナルHD レンズシ
リーズ"XT20s ×4.7BRM"（写真右）や、
EXT を2.2 倍にしTELE 側焦点距離最大
138mm を実現、光学性能を一新し、周辺
光比や解像力を向上させたニューコンセプトワイドレンズ"HA14 ×4.5BE"
の新製品を発表。また、50 倍率の普及型 BOX レンズ DIGIPOWER 50 

"XA50 × 9.5" や、CitySight HD & 
HDII なども展示した。
またフジフイルムでは DVD コンテンツ
をコピープロテ
ク ト 付 DVD-R
に 変 換 で きる、
放送局向けプロ
テクト・DVD-R
システム"KiCS"
を紹介した。

50 倍の倍率を用した低コストBOXレン
ズDIGIPOWER 50 "XA50×9.5"、メカ一
軸二操作及びサーボ操作の選択が可能

アスク：同展には、AJA Video Systems 社の非圧縮 SD、HD、Dual 
Link HD、2K を扱うキャプチャカード "KONA 3"、CineForm 社製品で
AJA KONA 3 を使用して、3D 編集、再生出力が可能な編集システム 
"Neo3D"、 Cache-A 社製品の LTO-5 に対応した LTO アーカイブアプラ
イアンス "Pro-Cache5" などを出展。
アスクはこのほど国内販売代理店として取り扱いを開始した CineForm
社製品を出展。AJA KONA 3 ユーザーは、KONA v.8.0 ソフトウェアと

CineForm Neo 3D を使用するこ
とで、ファイナルカットプロおよび
プレミアプロの 3D 出力が可能に
なる。Neo3D は、映画、放送、ブルー
レイディスク、インターネット映像
配信などに向け、従来の 2D 編集
環境に、3D リアルタイム編集とエ
フェクトツールを追加する。ウィン
ドウズおよび Mac 両バージョンで、
各社のノンリニア編集システムにリ
アルタイム 3D 編集ワークフローを
提供する。

ネットワークエレクトロニクスジャパン：新発売の BON 社製 "BTM-170 
LS" は、アナログおよび SD/HD-
SDI ビデオ画像の品質チェックに必
要な基本性能を搭載した17インチ
の LCD ピクチャーモニター。
ローコストながら10 ビット画像プ
ロセッサーの高解像度、各種セーフ
ティーマーカーや SDI エンベデッド
オーディオレベルメーター表示、タ
リーライト付きのスタンダードモニ

ター。ラックマウント金具を併用すると、19 インチラックモニターに適し
た製品になる。
一 方、Nevion 製 "Flashlink" は、ASI、SD/
HD-SDI、3GHD-SDI に対応した光ファイバー
伝送装置に、高感度の O/E コンバーターを組
み合わせて 100 キロメートル超の長距離映像
伝送を可能にする。光アンプ中継機を併用せ
ず、高画質・低遅延で長距離映像伝送システム
を構築する場合に適している。

これ１台でライブ映像制作からインターネッ
ト放送まで、テレビ中継車機能を集約した
オールインワン・デスクトップビデオシステ
ム"TriCaster"

コスミックエンジニアリング：地デジ完全移行まで約1年に迫り、各業務で
デジタル化が加速している。そのような中、取材から送出までの各ワークフ
ローの潤滑油的な製品群の充実と、各業務の課題解決に役立つヒントを連
想させる展示を実施。「柔軟なシステムインテグレーションの出来るコスミッ
クエンジニアリング」を訴求した。実績が急上
昇中の3D装飾・エフェクト送出可能なHDキャ
ラクタージェネレーター "PX3D"（写真右）は、
新基本パッケージとして、EDIUS などのノンリ
ニア編集器へのファイルエクスポート、エフェ
クト送出時の効果音挿入、操作性向上機能の付加について実演。また、大
幅なラインアップの増強で計 8 種類になったオーディオモニタースピーカー

「SP シリーズ」を実機展示し、各ワークフローに合った機種を提案した。

報映産業：ファイルベース・ワークフロー
関連の各社製品を紹介。
●RED、AVCCAM、XDCAM HD 422、
DPX、P2 およびデジタル一眼レフカメラ
の最新テープレスフォーマットのビデオ
を、トランスコードもフォーマット変換も
せずにネイティブ編集することを可能にし
た"Adobe CS5"。 ●業務用映像制作用途

向けのファイルベースワークフローに最
適なNAS ベースのプロジェクトアーカ
イブアプライアンスのリーディングカン
パニーであるCache-A 社製品ではアー
カイブアプライアンス"Pro-Cache"。同
社は、Quantum 社からA-Series 関連技
術ライセンスを取得し、LTO-4 をベース
としたPro-Cache を開発。そして現在

ではLTO-5 をサポートしたPro-Cache5 をリリースし、より高度な機能を追
加した。 ●ソニー製品では「XDCAM EX シリーズ」のカムコーダー"PMW-
350K" とレコーダー"PMW-EX30" 。 ●JVC 製品ではカラーシフトが少な
く、上下左右178°の広視野角IPS パネル採用した液晶マルチフォーマッ
トモニター"DT-V24G1" 。 ●Evertz 社製品ではモニタリングのスタンダー
ド製品である「MVP」のテクノロジーを踏襲し、限られたラックスペースで
多くのビデオコンテンツをモニタリングする為の理想的なソリューション

「VIPA シリーズ」マルチディスプレイプロセッサ"7867VIPA16-DUO-HS" 
などを紹介した。
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Vinten（ヴィンテン）： 映像の世界
で次々と可能性を広げてきたヴィン
テンは、今年 100 周年を迎え、こ
の記念すべき年を迎えるにあたり、
新たに LF( 油圧 )ドラッグ方式の
三脚「ヴィジョン AS シリーズ」( カ
メラのサイズごとに全 4 機種 ) を
2010 年に発売した。
さらに、新規展開として米アント
ンバウアー社のカメラ用バッテリー製品群を展示。同社の主力製品である
"Dionic HC" は、HD カメラに適した電力供給性能と優れた安全性能を持
つ高品質なバッテリーである。

Libec/ 平和精機工業： カメラの小型軽量化に
合わせた設計のパン＆チルトのトルク切替フ
リー +3 段階に加え、LED 照明水準器も標準
装備した "RS-450" などの新製品ビデオ三脚
ほか、通常使用にて 20kg まで搭載可能で、
しかもセットアップが簡単な小型で堅牢なジブ
アーム"JB-30"、同社独自の 3 輪方式ドーリー
を採用することで直線からカーブへ、ブレる
ことなく滑らかな動きを実現したトラッキング
レールシステム、小型ペデスタルシステム"P-
110S" などを展示。

昭特製作所：業務用 ENG カメラ向けに設計された
シンプルな操作性を特徴とする三脚システム新製品

「SP100」や ENG 用カメラサポート機器「SH シリーズ」
をメインに展示。 

「SH100」は放送用ポータブルカメラ向けに設計され
た高性能完全バランス雲台で、パンとチルトの粘性コン
トロールは、軽いトルクから重いトルクまで調整 が容
易で滑らかな動きが得られる。 また、その姉妹機として、

「SH90」と「SH120」の 2 機種を展示。また、 ロー
アングルからハ
イアングルまで
の 撮 影 に 対 応
し、スプレッダー
を必要としない
4 段式の軽量三
脚「TT-66シリー
ズ」などを中心
に展示した。

フォトロン：本年のFIFA ワールドカップにおいて放送センター(IBC) の国
際映像用ホストサーバーやスロー/ ハ
イライト用として、現地で300 台以上
が稼働したEVS 社サーバーの最新モ
デル"XT[2]Plus"と、その廉価版の"XT 
nano"、EVS 社サーバーとノンリニアシ
ステム、P2、XDCAM HD を結んだファ
イルベースフローを出展。また、今大会で
実際に使用されたサッカー用グラフィッ

クスシステム"EPS10" を参考出品。
一方、HD フル解像度で2000 コマ/ 秒の
撮影が可能なウルトラハイスピードカメラ
"FASTCAM BC2" は、優れた機能と操作
性により、スポーツだけでなく、科学・教育
番組、バラエティー番組、映像、コマーシャ
ル撮影でも数多く使用されている。

ノビテック：スーパースローカメラとして CM、PV、スポーツ中継、映画な
どで多数の実績があるハイスピードデジタルシネマカメラ「Phantom シリー

ズ」の最新機種 "Phantom FLEX"（写真）
を国内初披露。同製品は、フル HD で国
内最高速 2700 コマ / 秒の超高速撮影が
可能で、従来機種の約 6 倍の感度アップ
をはかっているノイズフリーの高画質モデ
ルである。

新製 品 の 低 価 格 PL プライムレンズ
"uniQoptics" も国内初のお披露目。シ
ネマレンズとしての高品質を保ちなが
ら、驚きの低価格を実現。
このほか、デジタル一眼レフでのムー
ビー撮影をサポートする「ZACUTO ア
クセサリーキット」なども展示した。

ナックイメージテクノロジー：同社の
オリジナル製品「キヤノンEOS 5D 
Mark II のPLマウントバージョン」

（写真下）や、RGB 出力方式により
さまざまな色相・彩度を実現する
ARRI のLED 照明「PAX」を出展。
また、ARRI の新型デジタルカメラ
"ALEXA" の紹介も行われた。

"ALEXA" は世界中のユーザから寄せられ
た要求と、90 年以上に亘るアリの歴史に
よって培われたノウハウをもとに開発され
た、スーパ ー35mm フォーマットのフィル
ムスタイルデジタルカメラ。画質、操作性、
厳しい環境下でも使用に耐え得る信頼性、
コストパフォーマンスに優れ、加えて多彩
なワークフローにも対応することで、映画・
CM・PV・TV などジャンルを問わずオール
ラウンドに活躍する。

ビデオサービス：撮 影用機材のレンタル
を行なう同 社では、ハイスピードカメラ
"WEISSCAM"( ヴ ァイ ス カ ム= 写 真 左)
や、EOS 7D 用 カメラ サ ポートシステム
"MOVIE tube PR"（セット内容＝リグ本
体、グリップ、VCT-14、DC マルチコンバー
ター、HDMItoSDI ）のほか、 2 台のカメラ
の距離を人間の目幅とほぼ同じにした並行
式 RIG システムと呼ばれる台座に取り付け
て撮影し、

ダブルレイヤード液晶パネルと光学ハー
フミラーを利用してリアルタイムで 3D
映像を確認できるモニター画面を組み合
わせて展示並行式RIG システム3D カメ
ラによる3D モニターの実演などを展示
した。

サッカーのワールドカップでも活躍
したハイスピードカメラ"WEISS-
CAM HS-2/DM-2"の展示デモ

ザハトラー・ジャパン：三脚シス
テムをはじめ、オートスクリプ
ト製プロンプター、ペトロー
ル製キャリングバッグ＆アクセ
サリーのほか、トランスビデオ
(Transvideo) 製高輝度液晶モ
ニターなどを展示。
新製品としては、ペトロールよ
り、同社創業 10 周年を記念し
て 6 月に発売された新シリーズ

『Deca シリーズ』から代表的な製品を、またトランスビデオより 6 インチ
液晶 3D モニターが取り上げられる。

Manfrotto：マンフロットのビデオサポート
商品は、革新的デザインの「ブリッジテクノ
ロジー」を採用した新商品「504HD システ
ム」をはじめ、さまざまな撮影状況下にお
いて、プロのためのビデオ撮影ソリューショ
ンを、多彩かつ幅広い製品群でサポートする。
KATA のバッグは、機材の保護だけでなく人
間工学に基づいた設計で使いやすさを追求。
また、ライトパネルズからは、クールホワイトで
色むら
のない
小 型
LED ラ
イト が
揃う。
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武蔵エスアイ："MVF-2200/MVX-2200" を用いたスポーツスローとポ
ン出し送出アプリケーションを紹介。
同製品は、2 レコーダー、2 プレーヤーのマルチフォーマットのビデオディ
スクレコーダーであり、ライブ映像を収録しながら、収録中の映像や事前
に収録した映像を自由に選択し
て送出することができる。また、
2 つの出力は、それぞれ別の映
像音声ファイルの送出が 可能。
これにより、スポーツ番組用の
撮って出しやスローモーション再
生、スタジオ制作番組用のビデ
オ素材送出サーバー、緊急避難
用の素材簡易編集送出サーバー
など、広範囲で応用できる。

興和：HDMI 信号関連機器( 信号延長器、マルチスイッチャー、分配器) の新
製品をメインに展示。
HDMI 信号延長器( 送信器「KE101HT」/ 受信器「KE101HR」) は、送信
器でHDMI 信号をツイストペアケーブルに変換して送信し、受信器で受信す
ることで、今まで困難だった長距離のケーブル配線を簡易化。1080p 信号を
100 メートルまで長距離伝送が可能。また、ネットワークでRS-232C が転
送できる。

「HDMI マルチスイッチャー」は、
アナログ入力3 系統( アナログ
RGB、Y/Pb/Pr、NTSC) とデジタ
ル入力(HDMI 2 系統、DVI-I 1 系
統) をHDMI 信号に統一して伝送
する製品。出力の3 分配のうち1
つはツイストペアケーブルに変換
して長距離延長が可能。
このほか、デジタルサイネージ用
途に最適なツイストペアケーブル伝送器、学校の教室や企業の会議室などで
利用できるスキャンコンバーター内蔵マルチスイッチャーなどを紹介した。

伊藤忠ケーブルシステム：編集⇔素材共有⇒送出⇔アーカイブのトータルワー
クフローを展示。特に今回は、次世代グリーンストレージとして"Nexsan" が提
供する大容量ストレージ機器を中心に紹介。この製品は次世代の低消費電力
技術と、高密度、高信頼性設計の製品により、省電力のみならず、購入コストか
らストレージのライフサイクルに
わたるコスト削減を実現する。
そのほか、ビデオテックの番組
自 動 送 出 装 置(APC)" VATIC-
9000si OFDM"、グラスバレー
"K2 Summit"、送 出 サ ー バ ー 
"Omneon Media Deck"、マ ル
チフォーマットプレイアウトサー
バ ー PlayMagic"MFP-100" の
紹介も行なった。

カナレ電気：放送設備 / 中継現場で
普及が進む光伝送機材を中心とする
展示を行った。
HD-SDI、SD-SDI、DVB-ASI をマ
ルチに光伝送できる小型光コンバー
ターがさらに低価格化した新製品の
ほか、AES-3id 対応光コンバーター、
100BASE-TX 対応光コンバーター、
アナログビデオコンバーターを出展
したほか、波長多重装置、光カメラ
ケーブルなどの紹介も行なった。
また、「細軽光マルチカメラケーブル」
を展示（右下写真）。従来から約 4
割軽量化した光ケーブルをマルチ型
として使い、競技場などの中継端子
盤から中継車までの配線を 1 本にす
ることができる。

新製品VESA ケーブル/ 音声端子付き
VESAケーブル、ハイスピードHDMIケー
ブル、コンセントプレート用金枠
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SCA サウンドソリューションズ社：プロ用
機器を中心として海外から輸入 / 販売、自
社製品の開発・販売から、設計・設備工
事・保守サービスを行っている同社では、
ENCO 社の DAD（デジタル・オーディオ・
デリバリー・システム）の最新バージョン、
TELOS 社 製 品で 最 新 の IP オー ディオ
コ ー デック「Zephyr/IP」、KLOTZ 社 製
品でスタンドアロン型ミキシングコンソー
ルで、ラジオ局のオンエアー用途に最適
な「XENON」など。また、コミュニティー
放 送 向 け EDPS 放 送 営 業 支 援 ソ フト

「FORG」やフェード機能付き音声割込み
装置「BEI-211」などのほか、Digigram
社の最新かつローコストタイプの IP コー
デック 「PYKO」などを出展した。

ヤマハ：好評のミキシングコンソール「M7CL」は、新機能を追加してバー
ジョン3 へ進化し、EtherSound 仕様を実現した新商品「M7CL-48ES」、タ
リー連動が可能になり機動力がより
向上した「DME シリーズ」、デジタル
ミキサー用HD/SD-SDI 対応MUX/
DeMUX カードやデジタルオーディオ
ネットワーク技術「Dante」に対応し
たカードを展示。また、「YAMAHA ×
NEXO イーサーサウンド ライブサウ
ンドパッケージ」と称し、ステージボッ
クス「SB168ES」との組み合わせに
よるネットワーク伝送と、昨年から取り扱いを開始した仏NEXO 社製スピー
カーシステム＋新製品「NXAMP」によるデモ展示も行ったほか、新登場の
steinberg 製DAW ソフト「Nuendo5」を周辺機器と併せて紹介した。

一方、デジタル伝送に関しては、ネット
ワークオーディオだけでなく、MADI、
HD-SDI、Dante など幅 広い対応を
可能にしたインタフェースカードを
用意。さらに、録音・映像編集ソフト

「SteinbergNUENDO」をブースで実
演した。

オタリテック： 任意の映像・音声・インカム・データ信号のルーティング機
能のほか、信号処理 / 変換機能をオンボー
ドで搭載可能な RIEDEL社の新しい光ネッ
トワークシステム「MediorNet」（写真左）。
GENELEC 社の「MDC」という新技術の
同軸ユニットや、DSP を搭載したミドルサ
イズの 3 ウェイラウドスピーカ "8260A"
や、超コンパクトなバイアンプ 2 ウェイス
ピーカ "6010A" を展示。
ま た、 オ タ リ 社 の 光 伝 送 シ ス テ ム
Lightwinder "LWB-16M/LWB-64" に

専用のモジュールを装着し、LWB シ
ステムにコメンタリーおよびコミュニ
ケーションの 機 能を 追 加した「LWB 
Commentary System」（ コ メ ン タ
リー Box「CB-188S」とコメンタリー
Box フェーダー付の「CB-189S」、コ
ミュニケーション Box「CB190」）な
どを出品した。（写真右）

ヒビ ノ： 最 新 のDSP、Bluefin 
2 による強力なチャンネル処理
能力と比類ない安定性。多様化
する放送環境に余裕を持って
対 応 する、CALREC デ ジタル
ミキシングコンソールの最高峰
"APOLLO" を中心に紹介。
また、同 社 が 長 年 扱って い る

SHURE 製 品にお いては、UHF-R MW ワ
イヤレス・マイクロフォン・システムの新製品
"MW40-MABJ" などを展示した。（写真右）
ラウドネスメー ターは、共 同ブースのtc. 
electronic の"SYSTEM6000MKII"、 DK
テクノロジーの"MSD100C" などを実働展
示した。

スチューダー・ジャパン−ブロードキャスト：本年より取扱いを開始したGrass 
Valley 製スイッチャー"KAYENNE" を用い、日本ビクター製2D/3D 変換装

置および3D モニター、NTT エ
レクトロニクスのHDTV/SDTV
エンコーダ"HVE9100"、同じく
デコーダ"HVD6100" などを接
続してライブスイッチングのデ
モを行った。
また、同じくGrass Valley の新
製品デジタル・ディスクレコー
ダ"T2" の取扱いも開始してお
り、こちらは、同社の自社製品で

ある"VISTA" などの製品紹介PR を、
KAYENNE 本体ラック上に設置した
モニタで、"T2" を介して行なうといっ
た趣向を凝らした紹介方法にて行
なった。

収録・ポン出し・2ch 同期出力機能を持ち、
ノンリニアとの相性も抜群のGV 製デジタ
ル・ディスクレコーダー"T2"と、"VISTA 9"
紹介PR の画面表示

DAD はFM、AM 放送局、コミュニ
ティー放送局、商業施設の自動放
送装置、オーディオファイル、オンエ
アースタジオの諸用途に対応する

リニア・アコースティック社のラウドネスコントロールの新製品 LQ-1000とAERO.air ⇧

Zephyr/IP ( ゼファー・アイピー ) 

タックシステム：ProTools 関連商品と
Waves 社の新製品『SoundGrid』を展
示した。また、映像と音声の連携を可能に
するシェア・ストレージサーバDDP のデ
モンストレーションを行なった。
ProTools HD/LE システム関連商品と、
TAC オリジナルのモニタリングコント
ロールプラグイン「V-MON」、世界初の残
響成分( リバーブ) 除去プラグイン「NML 
RevCon-RR」、サ ラウンド プラグイン

「NML RevCon-RS」を紹介。また、映像
と音声の連携を可能にするシェアスト
レージサーバー「Dynamic Drive Pool」
や、Waves 社の新製品「SoundGrid」を展示した。
SoundGrid( 以下、SG) は、Waves 社が提唱するリアルタイムオーディオの
ためのネットワークプラットフォーム。

「SG I/O」「SG サーバ」「SG プラグイン」
「Mac/PC」「ネットワークスイッチ」で
ネットワーク(1Gbps イーサネットワー
ク) を構築し、豊富なプラグインを低レ
イテンシーで高精度に処理する。
また、このほど発売されたヤマハ製デ
ジタルコンソール用の「WSG-Y16 I/O
カード」は、ヤマハ製デジタルコンソール
とWavesプラグインを連動させた操作
を可能にする。

AVIOM 独自のテクノロジーにより、高
品位なオーディオをフレキシブルに伝送
するパーソナルミキサー"AVIOM Pro16"
とYAMAHA DM1000 の展示コーナー
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ディーエスピージャパン：斬新なデザ
インと操作性の向上を図った Smart 
AV 社のコンソール「TANGO」を中
心とした展示紹介。また、Merging 
Technologies の DAW「Pyramix」
や、2kHD 対応のノンリニアビデオモ
ジュール「V-Cube」、ポン出しが必要
な現場で使用するプレイアウトシステ
ム「Ovation」の紹介も行った。
このほか、アクティブ・スピーカー

「PSI」やポータブル HDD レコーダー
「SONOSAX」を展示した。

ゼンハイザージャパン：今春発売
の新製品 「evolution G3 シリー
ズ」、「2000 シリーズ」を中心に
展示を行った。その他にもボーカ
ル • 楽器およびバックラインに対
するマイクロフォンの範囲を最大
限カバーするワイヤードマイクの

「evolution900」シリーズや、様々
なジャンルで広い活用範囲をもつ
コンデンサマイクロフォン「MKH8000」シリーズなどを展示した。
また、evolution G3 シリーズ、2000 シリーズの技術セミナーも実施した。

22 型タッチスクリーンと 8 本のフェー
ダー・セクションを搭載し、DAWとのイー
サネット接続により、直感的な操作を実
現するコンソール「TANGO」

ローランド ： ネットライブ配信では定番
のスイッチャー"LVS-800" を中核にし
た小型スタジオシステム。新製品マルチ
ビューワー・スイッチャー"MVS-12" で入
出力を一括表示。
動画ポン出しのできるビジュアルサンプ
ラー"P-10"、REAC、V ミキシングシステ
ムにも待望のコンパクトなコンソール"M-300" が登場。
映像機器では、新製品マルチフォーマット・
ビデオ・スイッチャー"V-1600HD"とマ
ルチビューワー/ スイッチャー"MVS-12"
を は じ め、"LVS-800" や"VC-50HD"、
"P-10"、"VC-300HD"、"F-1" などによる「ラ
イブ・スイッチング演出/ 収録」から「ライブ・
ネット配信」に至るワークフローを紹介。話
題のウェブキャストにも対応。
一方、音響機器は、「コンパクト・ミキサー/ フ
ル・デジタルSR」として、V-Mixing システ
ムの最新ラインアップ、ライブ・ミキシング・
コンソール"M-300" を展示。ラックマウン
ト・サイズの省スペースで10 キログラムを
切る軽量化を実現した、V-Mixer の最小モデル。"S-1608" をはじめとする
Digital Snake シリーズと自由に組み合わせが可能で、コストパフォーマン
スの高いフル・デジタル・オーディオ伝送およびミキシングを実現する。

エレクトリ：高品位 AD/DA コンバーター
として定評のある APOGEE 社から、モ
バイルレコーディングに威力を発揮する
オーディオインタフェース「Duet」「One」
を出展。ノイマン社のマイクロホンでは、
ラインアップが充実してきたデジタルマ
イクロホンシリーズ「SolutionD」に、
低価格の新型マイクロホン「TLM102」を加えたフルラインアップを紹介。
Bricasti Design 社からは、最高峰のデジタルリバーブ「M7 シリーズ」に
新たに加わった「M7M」を展示。また、MediaMatrix からは、新しい伝送
規格「Dante」を搭載したオーディオシステム「NION」、ドレミラボ社から
はネットワークによる新しい制作環境を実現する「Nugget」、KRK 社の新
しい小型モニター「VXT-4」、Sound Performance Lab(SPL) 社の新しい
エフェクトシステムなど、今後の制作環境に必要不可欠なアイテムがそろう。

福岡ユビキタス特区：FM 東京と
CSK システムズでは「福岡ユビキ
タス特区マルチメディア放送実験試
験局」ブースにて、3 セグメント放
送形式を使った V-Low 帯地方ブ
ロック向けマルチメディア放送をイ
メージした展示を行った。
FM 東京は、「今後も福岡ユビキタ
ス特区の 3 セグメントマルチメディ
ア放送実証実験を通して、V-Low 帯マルチメディア放送の先行実験を実施
していく」としている。

ティアック：新製品のポータブルマルチトラックフィールドレコーダー
『HS-P82』や 8 チャンネルオーディオレコーダー『HS-8』など、CF カー
ドを記録メディアとした録音 / 再生のトータルソリューションを提案。
また『DR-680』や『DR-2d』などのポータブルレコーダーのほか、定
番のプロ・業務・設備レコーダーを出展した。

"HS-P82"は8チャンネルの高音質な
マイクプリアンプを搭載し、映画、ドラ
マ、ドキュメンタリーなどの収録に活
用できる

"HS-8" は劇場やテーマパークなどでのサラウン
ドやマルチチャンネル送出が可能。オプションの
リモートコントローラーにより、マルチチャンネル
のポン出しにも対応。どちらも共にカラータッチ
パネルを採用し、シンプルで確実な操作を実現

トラフィック・シム：昨年から販売している
ポータブルTS レコーディングアナライザー

「HACOBE」に、J.83 AnnexC/CATV 対 応
64QAM 版が新登場。CATV、地上デジタル、
BS、110 度CS、124 度/128 度CS、デジタ
ルラジオなどの多彩な入力に対応。簡単に持
ち運びができ、現場では解析と同時に映像・音
声も確認可能。TS 解析、TS デコード再生(MPEG2/H.264)、TS 同録、TS
出力再生、RF/IF の復調、デスクランブル(B-CAS/C-CAS) に対応。

タムラ製作所：デジタル・オーディオ・ミキシング・コンソール「AMQ1100」
（写真左）や、開発中の「X-880」( 写真右 ) のモックアップを展示

東陽テクニカ: 電気信号から音響までを扱う同社では、音を測定する機器
を幅広く取り扱った。本展示会では、特に放送・番組制作・PA などのフィー
ルドをターゲットとした、サラウンドモニタやオーディオアナライザ、音響ア
ナライザ（写真左下）、リップシンクアナライザなどを実使用環境を模した
ブースにて出展した。RTW 社のラウドネスファミリー、サラウンドモニタや、
Audio Precision 社のオーディオアナライザ「APx525」、Gold Line 社 音
響アナライザ 「TEF25」、Pixel Instruments 社 リップシンクアナライザ

「LipTraccker」（写真右下はその画面）など、多岐にわたる製品を紹介した。


